
準 備

進め方

橋本先生の場合

備 考

・すごろく台紙 １つ
・世界・防災カード 1セット
・さいころ 1つ
・国旗ブロック（写真を参考に、円のマスに、番号と国旗を掲示したブロックを置く）

１．スタート地点（日本）に各グループのコマをおく
２．さいころをふり、出た目の数だけ、こまを進める。

黒線の方位どこに進んでもよい（四隅は三方位、端は五方位、それ以外は八方位）
青丸に行きついた場合、その国の防災カードをひき、グループで協力し
カードの内容を読み上げたり、課題に挑戦したりする。

より多くのカードを集めたチームが勝ち！

・ツアー感を出すために、各グループのコマは「飛行機」に。
・個人対抗にもできるが、グループ活動による学びを重視しグループ対抗で実施
・1～6年生のグループ対抗のため、すごろく台紙はA0サイズで実施
（学校ではA0プリントできないので、A4×16枚をつないで利用）

・カードは1セットのみにし、先に円マスに到着したグループのみ獲得できるようにした。
・1時限の中で、3分、5分と時間を区切って複数回すごろく実施。
繰り返すことで「次は勝ちたい」という意欲がわき45分間、意識の高さを保てる。
また、ルール理解も深まり、他のチームの動きをみながら次回の工夫を考える機会も
複数回生じる。

・授業の様子や実施しての所感はこちら
https://www.jica.go.jp/kansai/enterprise/kaihatsu/kaigaikenshu/report_kansai/ku
57pq00000kbfzb-att/report2018_nep10.pdf
・クラスの人数・状況を鑑み、カードを複数用意して、同じ円マスには何グループも到着
しできるようにしてもよい（誰か1グループがカードをとったら、それでその円マスはお
しまいにならないように）。

※「地理学習の教材」ではなく、世界各地をすごろくで回り体感することに
重きを置いた教材であるため、地図の正確な位置に国旗があるわけではない

https://www.jica.go.jp/kansai/enterprise/kaihatsu/kaigaikenshu/report_kansai/ku57pq00000kbfzb-att/report2018_nep10.pdf

